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教授 陣内侍之助 教授 古井直三郎
論文内容の要旨
(1) 下肢の抗重力筋とことなり、上肢の筋肉からはふつうの状態では H反射を誘発することが困難で、








対象は正常人11名、 20例(筋)、および、中枢性運動障害の患者 9 名、 14例(筋)である。目的( 1 J 
のためには手関節部で正中神経に電気刺激をあたえて、栂指球筋より表面電極をもちいて誘発筋電図
を導出した。 200Hz で 2 分間手関節部に刺激をあたえて tetanization をおこなった後、正常例では11
例 (55%) 、中枢性運動障害の例では 12例 (86%) において H波の誘発が可能で、あった。この H 波は
中枢性運動障害の例の方が振巾が大きく、長時間つづく傾向がみられた。 H波が誘発された例で、比
較的振巾が大きかったものを選んで、刺激を強くしてM波を出現させ、 H 波の振巾の変動を調べたと
ころ、 14例中M波の出現により H波の振巾が減少したものは 4 例て\他の 10例では H 波の振巾が減少
しないかあるいはかえって増大した。目的( 2 J のためには同じ症例をもちい、正中神経を手関節部
でM波の supramaximal の強きで刺激し、脊髄運動神経細胞の recurrent discharge である F波
を栂指球筋より表面電極をもちいて記録した。この F 波と post-tetanic にえられた H 波との潜時を
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測定し、これらと H波の振巾の変動とを比較検討したところ、正常、中枢性運動障害あわせて比較
できた 20例中 14例において F波の潜時の方がH 波の潜時より短かく、 4 例においてこの両者が等しく、
残りの 2 例において H波の潜時の方が短かかった。また刺激を強くして H波の振巾が減少した 4 例中
2 例では、 H波の潜時がF波のそれよりも短かく、他の 2 例ではこの両者が等しかった。 H波の振巾
が減少しなかった 10例では、 F波と H波の潜時が等しかったもの 1 例と、 F波の潜時が不明瞭で、あっ




(1) Tetanization をおこなった後に反射が克進する mechanism としては、 presynaptic fiber の
hyperpolariza tion によるものと考える。すなわち tetanization をおこなった後、神経練維が過分




(2) 通常、下肢筋から誘発きれる H波が、 M波の出現によってその振巾を減少するのはつぎのように
説明されている。すなわち下肢の混合神経においては、 Gla 線維の伝導速度が運動神経線維のそ
れにくらべて十分早い。したがって運動神経線維に発生した antidromic impulse が運動神経細胞




と運動神経線維のそれとの差が下肢におけるほど大きくないので、 orthodromic impulse および
antidromic impulse が運動神経線維内で衝突しないからであると考えられる。
論文の審査結果の要旨
従来、誘発が困難とされていた上肢小手筋からの H 反射を、 tetanization を利用することにより、
比較的容易に誘発すると同時に、その H 反射の性質が下肢から誘発される H 反射の性質と異なる原因
を明らかにしている。将来この H反射を利用して上肢筋を支配する運動神経細胞の活動状態を検査す
る一方法として有意義である。
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